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物質がその鏡像と重ね合わすことができない性質をキラリティーといい、特に医薬関連分野で

はキラリティーの高精度な識別が求められている。2 つの化合物がキラルな関係にあるとき、そ

れらをエナンチオマーといい、R 体と S 体に区別される。キラル医薬品の関する悲劇として 1950

年から 60 年代のサリドマイド事件が有名であるが、1990 年代以降になってキラルな医薬品につ

いては S 体と R 体の薬理活性や副作用などを明らかにすることが義務づけられた。エナンチオマ

ーの分離については化学的手法による研究が進められてきたが、物理的手法による研究はこれか

らの課題となっている。 

申請者のグループでは、キラル物質としてTröger塩基型ポルフィリン分子二量体を想定し、そ

の微視的な構造から結合遷移双極子としてモデル化することでポルフィリン分子二量体にかかる

光圧 [1]を評価した。更に、分子の吸収帯における共鳴光圧 [2]を利用し R 体と S 体の光圧差を利

用してエナンチオマーを分離する手法の提案もされた [3]。しかし、これは真空中の理想的条件下

で評価された結果であり、

溶媒中などの現実的条件下

での評価は今後の課題とな

っていた。本発表では溶媒

中を想定し、円偏光を対向

照射 [4]する手法を検討す

る。更に、共鳴光圧による輸

送距離が拡散距離を超える

ための条件 [4]を評価する

ことでその有用性や各種分

子に対する適用範囲などを

議論する。 
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Fig. 1. Optical force and optical force difference 
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